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大会名 〔 〕平成27年度全国中学校体育大会

第37回　全国中学校軟式野球大会
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　吉岡中の小材の快速球と荒井中足立のコーナーをつく丁寧な投球で試合が始まった。３回裏、荒井中１番黒川が好
走塁。死球出塁後、牽制悪送球により、一死二塁、犠打で三塁手が一塁送球の間に本塁を狙い先制点をあげた。４回
表、吉岡中は、失策とボークで一死二塁、内野ゴロで三進。二死三塁の場面で９番小材が中前へ、試合を振り出しに
戻した。５回裏、吉岡中は、左腕邑上へ継投。緩急を使い、的を絞らせなかったが、内野手の連携に乱れが出て、１
点を失った。６回表、吉岡中４番竹内が右越三塁打、ボークで同点に追いつき、試合は延長へ突入。さらにタイブ
レークへ。
　一進一退の試合を決めたのは、１１回裏、荒井中８番足立の２点適時打と１番黒川の左翼へのサヨナラヒットで
あった。一投一打にすべてをかける全国大会の質の高い試合であった。

【吉岡中小材投手】
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